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『核廃絶をめざす　これからの原水
禁運動へのメッセージ』は、５人の
方のお力添えでつくられました。「こ
れからの原水禁運動へのメッセージ」
（ｐ８～１３）は２０２２年９月に開
催された第１０回「ＮＰＴ再検討会
議」をうけて執筆したものです。「核
の脅威から逃れる道は核兵器の廃絶
しかない」（ｐ１４～１８）は２２年
に始まったロシアによるウクライナ
侵攻とその後の戦争のなかでのロシ
アのプーチン大統領による核兵器使
用への言及をふまえて、『まなぶ』２
２年７月号に執筆したものです。１
９頁からはじまる「原水禁運動の歴
史から」は『まなぶ』２１年１月号
から１２月号に連載したものに加筆
したものです。「原水禁運動の前史」
「広島への原発建設計画」（ｐ７９～８
３、ｐ８４～８６）は本書のための
書き下ろしです。
各地での取り組みの報告は、「原爆
絵画展」（埼玉・中島修氏）「原爆の
図展」（東京・鹿倉泰祐氏）のお二
人からいただきました。巻頭の詩は
木村　和氏の労文叢書『広島風化　
詩・写真・記事』から転載させてい
ただきました。写真は木村　和氏の
叢書、『まなぶ』２１年１月号～１２
月号に掲載した「ヒロシマのモニュ
メント」（撮影：甲村寿文氏）、２０２
２年におこなわれた「反核平和の火
リレー」の写真を平和友好祭実行委
員会から、歌「平和の火よ走れ」は
牛田紀之氏からご提供いただきまし
た。記して感謝いたします。


